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研究成果の概要（和文）： 

 近年，片方向的な講義を行う従来の議論する余地があまりない教育環境は望まれておら
ず，学習者が教授者と同じ立場で積極的に講義に参加することが可能なシステムが望まれ
てきている．そこで，本研究では，自律的に共有されるキーワードについて，利用者が
作成するコンテンツに基づく有力なキーワードが自動生成されるシステムを構築した．
結果として，教育・修学目標の共有化や学修能力の蓄積と流通の促進可能な環境を構築
した． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Recently, a one-sided lecture style is not hoped for in the lecture of the university. 
The system by which the learner can positively participate in the lecture in the same 
standpoint as the teacher has been hoped for. In this research topic, the system to 
which a powerful key word based on contents that the user made was generated 
automatically was constructed about the key word shared autonomous. Consequently, 
the environment to be able to promote the accumulation of sharing the education and 
the study target and the study abilities and circulation was constructed. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 近年，WEB2.0の台頭などの影響もある
が，単なる情報提供手段としてのWEBでなく，
より積極的に，利用者がインタラクティブに
参加可能なWEBシステム(WEBアプリケーショ
ンからサービスまでをも含む)が登場してき
た．これらは，WEBのオープン指向，ユーザ基
点，ネットワークの外部性という点からの流
れにも沿っており，今後よりこの傾向は，続

くものと考えらえる．一方，教育分野におい
ても，これまでの講義内容の片方向的な公開
ではなく，いわゆる学習者が教員と同じ立場
で積極的に講義に参加することが可能なシス
テムが望まれてきている．  
 
(2) 従来までの研究代表者による研究に

おいても，学習者の円滑なコミュニケーショ
ンを阻害しないという考えのもとで，学習者
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に自由な発言を許可することで，有用な情報
を表出させ，潜在的な疑問を学習者間で共有
させることで，学習者のもつ疑問の解消を促
すという点では基本的な成果を得た．しかし
ながら，以下のいくつかの問題点も明かにな
ってきた． 
・ ある学習者が抱く疑問は，年度を超えて

他の学習者や他の講義学習者も同様に
疑問に考えている． 

・ 積極的に生じた疑問を解消しないまま
にすることがある．(中には積極性があ
る人もいるが少数である) 

・ 他の学習者の疑問に対して，回答できる
人が多いが，積極的に回答する学習者が
少ない． 

・ 自由な発言を許可すると，学習者にとっ
て，有用な情報が埋没してしまいがちに
なる．(入学直後に多い) 

・ 自由な発言を許可しないと，潜在的な疑
問が表出しづらくなる傾向がつよい．
(入学後時間が経過した後に強い) 

・ 教授者が有る程度，学習者からの質問に
回答し，学習者に発言を促さないと，積
極的に発言がなされない． 

・ 有用な情報の多くは，教授者が提供して
いるため，教授者の回答作業にかかる負
担が大きい． 
 

(3) 本学大学院知的創造システム専攻では，
学習者に講義への積極的な参加を促すため
の仕組みとして，ポートフォリオインテリジ
ェンスを取り入れている．ポートフォリオイ
ンテリジェンスでは，学習者は，修学期間内
に，Motivation→Plan→Do→Check→Grow
という流れで修学し，この流れを形式知とし
てデータ化し，自己のコアコンピタンスの形
成過程を目に見えるようにまとめ，ポートフ
ォリオの作成を行っている． 
 
２．研究の目的 

(1) 上述した電子化された「ポートフォリ
オ機能」と研究開発を行うコミュニティシス
テムを用いて，現役大学院生，過去数年の修
了生，80 数名の専任・客員教授が利用するこ
とによって，知識の蓄積・流通・循環を支援
することができ，学習者が生涯にわたって利
用可能なコミュニティシステムの作成を目
的とした． 

(2) ポートフォリオは大学院入学時の「自
己認識プロセス」から開始され，自己のコア
コンピタンスの形成のための「コンピテンシ
ーモデルプロセス」，それを達成するための
「アクションラーニングプロセス」と行われ，
最終的な「総合評価プロセス」からなってい
る．この時，ポートフォリオとしては，「自
己認識プロセス」を除く，全てのプロセスに
おいて，コミュニティシステムを介在させる

ことが重要になると考えられる．その内容と
しては以下のものが挙げられる． 

①講義内容(教員 /院生)や  アクションゼ
ミ(教員/院生/研究者) 

②プラクティカム /目標達成シート /これ
らを用いたインタラクションの記録 

③コンテンツに基づくコミュニティ 
この点に注目をし，本研究課題では，講義・
実習における情報共有を支援する為に，講
義内容を記するLMSと全参加者間のコミュ
ニケーションを行う場であるコミュニケー
ションポートフォリオを用意し，共有情報
を自律的に推薦するシステムを提案してい
る．  
(4) コンテンツとなる文章とシステムに登録
しているユーザの履歴を元に，単語の文書内
出現頻度と出現文書頻度を使用した重要度付
与 (if-idf法 )や文書を有限個数に分類する
(k-means法)などのデータマイニング手法を
用いて実現する． 
 
最終的な「ポートフォリオインテリジェン

ス」は，データ化された単なる学習の集大成
ではなく，自己のコアコンピタンスの形成過
程と結果を集大成化したものであり，さらに
は，学習過程で得られた智を形式知としてと
らえ共有することにより智のコラボレーショ
ンを促進させ智の蓄積・活用・進化を常に行
うことを可能としたe-ラーニングシステムで
もあると言える．これらは図1に示されるナレ
ッジ・マネジメントにおける個の知と組織の
知の連結の相互スパイラル構造と同様のこと
を意味することになる．提案モデルでは，
WikiとBlogを用いて，共有情報を作成する効
力と意義を確認する．ここでの共有情報とは
「キーワードと対になるリンク情報」であり，
キーワード情報をピックアップすることで情
報共有を実現する． 
提案モデルは，例えば，複数のブログ間で

の自動的なリファレンスリンクの生成や，分
散的な知識を構築する試みへの応用など，
Web2.0等で言及されているような分野で汎

用的に利用できる可能性が考えられる．すな
わち，サーバやコンテンツ同士がシームレス

図 1 ナレッジチェインニング 



 

 

に連動され，インターネット全体がコミュニ
ケーションプラットフォームとして，連動・
共鳴・進化するWEBとなる可能性を有するこ
とになる． 
 
３．研究の方法 
(1) コミュニケーションポートフォリオシ
ステムの構築 

学習者が行う実践的な課題や演習または，
アクションゼミを通じて提出されるプラクテ
ィカムシート(レポート,小テスト,プレゼンテ
ーション資料含む)を用いてのコミュニケー
ションが行われる．これは，実世界で実施さ
せる対面的かつ同期的なゼミのみならず，ポ
ートフォリオなどの LMS や Blog などの
CMS(ContentsManagement System)を介す
ることで，コミュニケーションを図ることを
考える． 
システム構成 
提案モデルにおける構成要素を分類すると

次の3層で構成される． 
Contents Layer 

教授者が講義で用いるマテリアルや学習
者が講義に抱く疑問や意見，そして研究
の過程で発生するアイデアや問題点に相
当するもので，いわゆるコンテンツに相
当する層． 

Link Layer 
キーワード情報，共有情報を示すURIに
相当する層． 

Base Layer 
Wiki,BlogなどのCMSそのものを表す層
であり，Contents Layerに対しては一
意なURIを保証し，Link Layerに対して
は，TrackBackやReferrersの機能を提供
する． 

複数サイト間での，キーワード伝播につい
ては，P2P型で実施している．その他の伝播
(TrackBack, Referrers)などに関する通信
はLink Layerが実施する． 
 
(2) 共有情報生成方法 
 文書作成から行うところから，共有情報の生成

までの流れの一例を図3に沿って説明する． 
① サイトA上で動作しているWikiやBlogな

どから，あるページを作成する．
(Contents Layer) 

② その文章と，既に存在しているキーワー
ドリストを比較し，一致するキーワード
を抽出する．(Contents Layer) 

③ 抽出されたキーワードが存在するページ
のURIを他のサイトが受け取れるように
伝播する．(Link  Layer) 

④ サイトB上にてキーワードを受け取った
ら，自サイトのキーワードリストとマッ
チングを行う．(Link Layer) 

⑤ 一致する場合は，該当するURIが相当す
るページのリンク情報に加える．(Link 
Layer) 

⑥ サイトBにてリンクされたことをサイト
Aのコンテンツに知らせるための通信を
行い．(Link Layer) 

⑦ サイトAで作成されたコンテンツのリン
ク情報に被参照リンクを生成する． 

これらの動作によって，両者間にて，一致性
の高いコンテンツ同士を結び付けることが可
能となっている． 
 
４．研究成果 

平成22年度までにおいては，ポートフォリオイ

ンテリジェンスシステムを活用して，「個」として

図 2 システム構成 

図 3 共有情報生成方法 

 
図 4 ポートフォリオインテリジェンス画面 



 

 

のポートフォリオの作成機能を実現し，東京虎ノ

門キャンパスの全大学院生に対して，その活用を

実施した．（図4参照） 
また，カメラ画像などの動画像をもシステム中

に取り込み，アクセス権限の設定までをも可能す

るシステムを構築運用した． 
さらに，平成23年度においては，講義・実習に

おける情報共有の構築を支援するために，本研究

で提案しているように共有情報機能付きの教育コ

ミュニティシステムとして，コミュニケーション

ポートフォリオ(図5参照)の構築を行い運用の実施

を行った．その結果として，教育・修学目標の共

有化や学修能力の蓄積と流通の促進が可能となっ

た．  
 
これらにより，自律的に共有されるキーワード

について利用者が作成するコンテンツに基づく有

力なキーワードが自動生成され，そのキーワード

を基に類似したコンテンツを所有する利用者との

つながりが生成されるところまでを確認した．さ

らにそれにとどまらず，お互いに未知の利用者が

偶発的につながる事で，大きな効果が現れる期待

感が得られた．また，関西大学の山本教授の元で

双方向型教育コンテンツのあり方と実施と評価方

法について検討・試作を実施して頂いた． 
 
また，上記の成果において，本システムを用い

て東京虎ノ門キャンパスにおける知的創造システ

ム専攻やビジネスアーキテクト専攻での本格運用

を継続し評価を取得する．        

上記の成果において，本システムを用いて東京

虎ノ門キャンパスにおける知的創造システム専攻

やビジネスアーキテクト専攻での本格運用を継続

し評価を取得する．さらに，利用促進を行いつつ

，本校である金沢キャンパスでの利用を検討する

．今回の研究課題では，利用拠点が一つのキャン

パスに閉じており，それぞれが知り合いである小

さなワークグループにおいての実施であり，学習

者が偶発的につながる範囲が狭かったが，本校で

ある金沢キャンパスでの活用を行うことで，お互

いに知らないぐらいに大規模な環境における実施

を行い評価をするべきであると考える． 
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